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巻頭言
「地域共生社会の実現に寄与するｺﾐｭﾆﾃｨｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（CSW）&ｺﾐｭﾆﾃｨﾜｰｶｰ(COW)」
大阪教育大学　新崎国広(社会福祉士)
１．コロナ渦での厳しい状況が続くなかで
　　私が、柏原市社会福祉協議会のCSW・COW合同会議のスーパーバイザーとして、地域福祉の推進に関わらせていただいて3年が終わろうとしています。
この間、令和2(2020)年度からの3年間を振り返ってみると、一昨年初頭から始まった新型コロナウイルスによる肺炎感染拡大の影響はこの2年間以上にわたり、学校の一斉休校や、イベントの中止、外出や地域福祉活動の自粛等々、国民の日常生活に深刻な影響を与えました。地域における住民参加型の地域福祉活動やボランティア活動も多くの制限を受け続けています。
また、国内での消費の落ち込みや生活困窮に陥る人々の増加等、経済にも深刻な影響がでており、今でも社会生活全体に大きな影を落としています。このような先が見えない状況は、住民の不安感を増大させ、経済的・精神的な落ち込みにより社会的孤立の陥る人々が増加することも危惧され非常に厳しい状況であるといえます。
実際に地域福祉活動やボランティア活動が、大きな制限を受けて十全にできない状況だからこそ、今まで長年にわたり地道にかつ真摯に取り組んでおられる住民主体による地域福祉実践の意義を再確認し、これからのウイズコロナ社会に対応できる多職種連携･地域協働による地域福祉推進の方法を模索し続けることが必要不可欠です。

２.　 地域共生社会の実現に寄与するCSW&COWの役割 
平成29(2017)年と令和2(2020)年といった短期間に社会福祉法の改正が2回行われました。まず、2017(平成29)の社会福祉法の改正では、第6条の２項に「地方公共団体の責務として包括的な支援体制づくりに努めること」が明記され地域福祉の推進における行政の努力義務が明文化されました（平成30（2018）年4月1日施行）。その後、2020年（令和２年）には、「地域共生社会実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が国会で可決・成立し、令和3(2021)年4月から施行されました。
この改正社会福祉法の第106条の3に、「重層的支援体制整備事業をはじめとする地域の実情に応じて、地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制を整備するよう努めるものとする」とより具体的な方策が打ち出されました。
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　　出典：厚生労働省資料
「地域共生社会」の実現に向けた包括的支援体制の整備のための「重層的支援体制整備事業」の創設について 」
この重層的支援体制整備事業の3つの柱として①相談支援（本人・世帯の属性に関わらない相談支援）、②参加支援（社会とのつながりを回復する支援）、③地域づくりに向けた支援（地域社会からの孤立を防ぐとともに、地域における多世代の交流や多様な活躍の場を確保する地域づくりに向けた支援）を掲げています。

３．柏原市におけるCSW&COWの役割
柏原市社会福祉協議会の地域福祉推進課地域福祉係に、コミュニティワークを担当する地域活動専門員(COW)が１名、コミュニティソーシャルワーカー（CSW）と呼ばれる相談員が４名配置され、計５名体制で地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進に取り組んでいます。また、行政(市)の地域福祉担当者とスーパーバイザーの参画のもとCSW&COW定例会議を月に1回定期的に開催し、柏原市における地域福祉の推進に努めています。
CSW&COWの役割について、説明したのが下表です。
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具体的には、CSWが包括的な相談支援体制のキーパーソンとして、従来の申請主義では対応が難しかったセルフネグレクトや虐待問題や、8050問題・ダブルケアといった制度の狭間に陥りやすい複合多問題等のケースに対して、積極的なアウトリーチを含む継続的相談支援に取り組んでいます。
また、COWは地域づくりに向けた支援として､地区福祉委員や民生委員児童委員、ボランティアの皆さまのお力を借りて、コロナ感染のリスクには十分注意しながら、少しずつふれあいサロンや子育てサロンの再開の支援や、昨年度から開始した「柏原フードパントリー」、「地域とくらしの懇談会」等地域の福祉力の向上を目指して取り組んできました。
主に、福祉サービスを必要とする地域住民への個別支援を中心とした具体的な課題解決を目指すCSWと、地域住民がつながり続け、共に支え合うまちづくりを目指すCOWの両者が車の両輪となって、これからもより一層、柏原市のセーフティネットの構築による地域福祉の推進に取り組んでいきます。

今年度予定していた「地域とくらしの懇談会」については、残念ながらコロナウイルス感染拡大の影響を受けて、開催することはできませんでしたが、令和５年度５月８日から新型コロナウイルス感染症が2類から5類に変更になる事を受け、今まで十全に取り組めなかった各担当地区の特性に合わせた地域づくりや参加支援にCSW&COWが一丸となって積極的に取り組んでいくことをスーパーバイザーとして、全力で応援していく所存です。
令和4年度　コミュニティソーシャルワーカーの活動内容

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは

〇大阪府でのＣＳＷに求められる役割
平成１６年から大阪府が配置を進めてきたＣＳＷに求められる機能は、要援護者に対する個別支援だけでなく、要援護者を「本来対応する機関につなぎ」ながら、当該要援護者を地域で支えることができる「ケア・ネットワーク」の構築及び普遍的な仕組みの開発・提言です。
これまでのCSWの活動で要援護者に対する個別支援は一定できていると考えられています。しかしながら、要援護者に対する見守り・相談対応等の個別支援をＣＳＷだけが行うことになれば、ＣＳＷが「何でも屋」、「各分野での制度対応が困難なケースの持ち込みどころ」として位置づけられるおそれがあります。
したがって、今後ＣＳＷには、個別支援を地域支援に発展させ、要援護者を見守り・支えるボランティアグループの組織化や要援護者支援のための新たなサービス・仕組みの開発を通じたセーフティネット体制づくり、地域福祉計画及び他の分野別計画の策定並びに福祉施策の推進に関する行政への提言等をこれまで以上に行うことが期待されています。
また、その際には、民生委員・児童委員、校区（地区）福祉委員等福祉関係者との連携を一層強化することはもとより、日頃から地域住民と接する機会の多い事業者等福祉関係者以外の者とも連携しながら行うことが求められています。

〇柏原市でのＣＳＷ
柏原市ではコミュニティソーシャルワーカー（CSW）と呼ばれる相談員を4名配置し、生活に関わるサービスや支援内容についての質問や疑問を伺ったり、困りごとを伺ったりなど相談支援を行っています。
また、様々な専門機関等と協力しながら福祉のサービスや支援がスムーズに行われるよう、ネットワーク（つながり）をつくり、誰もが住みやすい「まち」に向けた取り組みを進めています。
　続くコロナ禍の影響で、今年度も生活の困りごとを抱えた方の支援や相談は少なくありませんでした。貸付やフードバンク、生活に必要な支援を様々な制度や機関と連携をとりながら継続した支援を行っています。また、コロナ禍をきっかけに今までの活動を振り返る機会や学生、他団体との新たな連携、ネットワークの活用など新しい活動を創り出す機会が増えたと感じています。
そこで、他の地域福祉のコーディネーター等との役割の整理及び一層の連携強化を行いっていきます。そのためにもＣＳＷの認知度の一層の向上やＣＳＷの資質の一層の向上にも取り組んでいきます。
【柏原市におけるCSWの活動事例】





【CSWの配置箇所】※不定期に配置
柏原エリア　-　柏原市立自立支援センター
堅下エリア　–　柏原市役所
国分エリア　–　柏原市立健康福祉センター

【CSW・COW合同会議】
　CSW（コミュニティソーシャルワーカー）とCOW（コミュニティワーカー）のスキルアップと個別支援・地域支援を一体的に実施することを目的に月１回会議を開催しました。
　参加は上記メンバーのほかに、タイムリーにCSW・COWの活動を知っていただくために行政職員も参加して行っています。スーパーバイザーの新崎教授のもと新たな視点や気付きを得ることで、よりより支援に繫がるよう努めています。

【フードバンク】
相談支援のなかで生活にお困りの方に対して食料品や日用品の支援を行っています。
支援物品は地域の善意による寄付や「フードバンクおおさか」「大阪いずみ生協」と協定を結び収集しています。


【こども若者支援部会】※生活困窮者自立支援事業の部会
こども若者支援部会では、不登校児童やひきこもりケースの把握や共有、児童・若者分野に特化した事例の検討、研修などを行っています。
今年度は、ヤングケアラーをテーマとした研修会を開催し、子ども及びその世帯に関わる関係機関とともにヤングケアラー支援について理解を深め、学校・市役所の関係機関とともに、早期発見、早期支援につなげるための連携をはかりました。
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ＣＯＷ（コミュニティワーカー）とは？
柏原市には、小学校区域ごとに９つの地区福祉委員会があり、COWが1名配置されています。そこで、福祉のまちづくりをより良くしていくため、COWは地域住民や多職種他機関の専門職等と連携、協働を図りながら福祉事業を進めています。
具体的には、地域の活動について地区福祉委員や地域住民の方々と話し合い、相談、協力を行いながら活動を行っています。
上記だけではなく、地域の相談を聞いた場合には、必要に応じてＣＳＷや福祉サービス、ボランティア、他機関などに相談し早期に繋いでいます。

〇柏原フードパントリーの取り組み
合言葉は「困ったときはお互いさま！地域の喜びをみんなで広げよう！」
令和3年度より開始した事業となります。
～令和4年度の実績～
寄付物品（柏原市内全域より食品・日用品の寄付を頂きました。）※2月28日時点
	食品
	米、玄米、アルファ米、パスタ、うどん、そうめん、乾麺、カップ麺、レトルト食品、インスタント食品、海苔、ふりかけ、乾物、粉ミルク、離乳食、お菓子、缶詰め、びん詰め、調味料、じゃがいも、みかん、乾燥野菜など
	438点

	日用品
	フェイスタオル、バスタオル、サランラップ、アルミホイル、ティッシュペーパー、キッチンペーパー、歯ブラシ、歯磨き粉、生理用品、洗剤、石けん、消毒液、ゴミ袋、ボディーソープ、シャンプー、コンディショナー、など
	292点



[image: ]～フードパントリーの利用方法～
柏原市社会福祉協議会地域福祉係まで連絡を入れ、
フードパントリー利用の旨を伝えてください♪
～寄付物品受付場所～
	場所
	住所
	受付時間

	健康福祉センターオアシス
	柏原市大県4-15-35
	平日8：45～17：15

	ほのぼのかたしも
	柏原市平野1-12-1
	平日の月曜・水曜・金曜
9：30～16：30

	ふれあいステーション
	柏原市国分本町1－1
ジョイフル国分2階
	毎月第3金曜
10：00～12：00




地区福祉委員会について

Q1.地区福祉委員会って何ですか？
高齢者等、様々な福祉問題を抱えている当事者・住民が地域で自立して生活できる福祉の町づくりの実現を目指す、地域住民の自主的な組織のことを言います。

Q2.柏原には何地区の福祉委員会があるの？
[image: ]柏原市内には9地区の福祉委員会があります。地区福祉委員会は
小地域ネットワーク事業
とも呼ばれています。


	委員会名
	地区

	柏原西
	本郷・大正・古町・今町

	柏原東
	上市・清州・河原町・堂島町

	堅下北
	法善寺・山ノ井

	堅下中
	大県・平野

	堅下南
	太平寺・安堂・高井田

	国分東
	国分本町・国分市場・国分東条町・田辺

	国分中
	旭ケ丘・国分西・玉手町

	国分西
	片山町・石川町・玉手町・円明町

	堅上
	雁多尾畑・青谷・本堂・峠



Q3. 地区福祉委員の役割って何ですか？
1 福祉の問題の発見
住民の身近な福祉の窓口として地域の福祉問題にいちはやく気付き対応します。
2 福祉の情報の伝達
役立つ福祉情報を地域に伝えます。
専門機関に地域の福祉問題を伝え、資源の活用をはかります。
3 近隣の協力者の開拓
福祉について地域住民が考えてもらうように働きかけ、近隣の理解者、協力者の輪を
広げます。
4 近隣住民と当事者の結びつけ
福祉問題を抱えた人をみんなで支え、見守っていくために近隣住民との結びつきを
つくります。
5 仲間づくりと声の引き出し
埋もれてしまいやすい福祉問題を抱えた人の声を引き出し、交流、仲間づくりを
すすめます。地区福祉委員は
地区の福祉のまとめ役の役割があります。

6 [image: ]社協組織の一員としての仕事
他団体の地域事業、活動への参加・協力をします。
Q4.主な活動内容は何ですか？

	活動名称
	活動内容

	友愛訪問活動
	65歳以上の希望される対象者の方を訪問し、安否確認と孤独感の緩和を図ることを目的に実施する活動のこと

	ふれあいサロン
	地域住民が中心となって、住民同士のふれあいや顔の見える関係づくりを行う集いの場所のこと

	子育てサロン
	子ども同士を遊ばせたり、親子で遊んだりしながら、子育てに関する情報の交換、親同士の交流で気持ちをリフレッシュできる場所のこと

	世代間交流
	学生や高齢者など世代の異なる人が集い交わることで、互いの生活文化や価値観の理解を深めるために行われる活動のこと

	ひとり暮らし老人の会
	孤独に悩むことなく、お互いに助け合い励ましあって共に健康で明るく楽しい生活を送ることを目的としたひとり暮らしの方の集まりのこと

	住民懇談会
	市民一人ひとりの生活課題を身近な地域課題としてとらえることで、住民自ら取り組みに参加し、ふくしのまちづくりの推進を考える場のこと



	地区福祉委員研修

	地区福祉委員会委員長連絡会
	柏原市社協が開催する地区福祉委員会研修会への参加

	大阪府社協が開催する地区福祉委員会研修会への参加
	他市の先進地区福祉委員会との交流
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	広報・啓発活動

	地区福祉委員会だよりの発行

	社協住民賛助会員の募集


各地区で名称の表記や活動内容は
異なります。




[image: ]Q5.実際の地区の活動知りたいです。各地区独自の活動も
多々あります♪

令和4年度の各地区の活動内容になります。

●柏原西地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：毎月270名程
活動日：毎月第3火曜日
	高齢者の集いの場

	世代間交流
	地域の見守り活動

	地域の清掃活動へ参加
	地域安全パトロール




●柏原東地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	[bookmark: _Hlk127524259]友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：毎月270名程
活動日：毎月第3火曜日
	高齢者の集いの場

	世代間交流
	敬老訪問

	柏原中学校生徒との交流
	80歳以上の方・米寿の方を対象に訪問

	お楽しみ会

	ひとり暮らしの方・80歳以上の方を対象に集う場



COWより
柏原西…小学校との交流もあり、独自事業としてパトロールの活動をされています。

柏原東…団地がある地区なので団地内での活動や交流も盛んにされています。







●堅下北地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：毎月約140名
活動日：毎月第3水曜日
	高齢者の集いの場

	長寿お祝い訪問
	子育てサロン・カンガルー

	長寿の方を対象に訪問
	日時：毎月第4木曜日
時間：10時～12時
場所：ほのぼのかたしも
対象者：3歳までの親子と妊婦さん

	ほのぼのかたしも運営協力
	四つ葉の会

	ほのぼのかたしも施設の運営協力
	一人暮らし高齢者の会



●堅下中地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：毎月約140名
活動日：（平野地区）第3日曜日
（大県地区）第3火曜日
	高齢者の集いの場※コロナの為、休止中


	世代間交流
	長寿お祝い訪問

	堅下小学校児童との交流
	80歳以上の方を対象に訪問

	子育てサロン　りばてぃ
	ほのぼのかたしも運営協力

	日時：毎月第2月曜日
時間：10時～12時
場所：ほのぼのかたしも
対象者：3歳までの親子と妊婦さん
	ほのぼのかたしも施設の運営協力


COWより
堅下北地区・堅下中地区内に地域の交流の場として「ほのぼのかたしも」施設があります。柏原市内の方の利用は誰でも大歓迎ですので、ぜひお立ち寄りください♪
詳しくはこちら⇒
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●堅下南地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：約135名
活動日：毎月第3水曜日
	高齢者の集いの場

	世代間交流
	敬老訪問

	堅下南小学校・中学校児童生徒との交流
	70歳・75歳以上の方を対象に訪問

	親子広場「ドレミファごんちゃん」協力

	子育て支援施設への協力



●国分東地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容COWより
堅下南…友愛訪問とは別に独自で粗品を地域の方へお渡しされています。
国分東…「ふれあいの家ほのぼの」を拠点としてサロンや会議をされています。

	友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：約165名
活動日：第3木曜日
	町会ごとに実施

	ほのぼのサロン
	敬老訪問

	日時：毎週1回
場所：ふれあいの家ほのぼの
対象者：65歳以上の方
	80歳以上の方を対象に訪問


	子育てサロン　国分図書館
	シニア演芸大会

	日時：毎月第3月曜日
時間：10時～11時30分
場所：国分図書館　4階
対象者：4歳までの親子と妊婦さん
	国分東地区全域の高齢者同士の親睦と交流の場
※コロナのため休止中

	世代間交流

	国分小学校児童との交流




●国分中地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：約145名
活動日：毎月第3木曜日
	高齢者の集いの場

	敬老記念品の配布
	子育てサロン　かるがも

	80歳以上の方を対象に訪問
	日時：毎月第1金曜日
時間：10時～11時30分
場所：国分第2雨水ポンプ場集会所
対象者：4歳までの親子と妊婦さん

	七星会

	一人暮らし高齢者の会



●国分西地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	合同ふれあいサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：約115名程
活動日：毎月第3木曜日
	高齢者の集いの場

	世代間交流
	傘寿を迎えた方をお祝い

	玉手中学校生徒との交流
	80歳以上の方を対象に訪問

	玉手集いの広場「たまてばこ」協力
	若葉会　※現在休会中

	子育て支援施設への協力
	一人暮らし高齢者の会


COWより
国分中…子育てサロンかるがもを月1回実施されています。
毎月多くの親子が利用されて、季節に応じた行事内容で楽しまれています。

国分西…ふれあいサロンは玉手中学校の体育館で行われました。
久しぶりのサロン再開でしたが以前と変わらない人数の参加となりました。

●堅上地区福祉委員会　昭和62年3月結成
活動内容
	友愛訪問
	ふれあいいきいきサロン

	一人暮らし高齢者を毎月訪問
対象者数：約55名程
活動日：第3月曜日
	65歳以上の一人暮らしの方と75歳以上の方が対象の高齢者の集いの場

	世代間交流
	長寿者敬老訪問

	一人暮らし高齢者・寝たきりの方・80歳以上の家庭を訪問
	児童との交流

	堅上フェスタの協力

	堅上小学校・堅上中学校児童生徒との交流


COWより
堅上…地区の広報誌には友愛訪問や長寿訪問の様子やインタビューを写真付きで
掲載されており、見て分かりやすい記事となっています。







★スーパーバイザーからのコメント★
令和2(2020)年度初頭から始まった新型コロナウィルスによる肺炎感染拡大の影響は２年間以上にわたり、学校の一斉休校や、イベントの中止、外出や地域福祉活動の自粛等々、国民の日常生活に深刻な影響を与えました。地域における住民参加型の地域福祉活動やボランティア活動も多くの制限を受け続けています。
このような厳しい状況のなかでも、各地区福祉委員会では、個々の地区の特性を活かしながら、工夫をこらしてつながり続ける地域福祉活動に取り組んでお居られる様子がうかがえます。
令和５年5月からは、新型コロナウイルス感染症が、「２類」から季節性インフルエンザ等の同様の「５類」に変更されることを機に、今まで十全に行えなかった地域福祉活動やボランティア活動は活発化するチャンスの機会です。令和５年度は、このチャンスを活かして、福祉委員会活動や地域福祉活動やボランティア活動を活性化できるよう、行政や社会福祉協議会、福祉施設等が積極的にサポートしていくことが重要です。
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地区広報誌は地区福祉委員の方をはじめ、
町内会や民生委員の方へ配布しています。
実際の活動の写真やインタビュー、活動参加者からの感想など読みやすいよう各地区広報担当の方が工夫されています♪
また、発行部数や頻度は地区それぞれとなっています。
各地区の広報誌は健康福祉センターオアシス3階事務局に
ありますのでまたお立ち寄りの際はお手に取って頂ければと
思います。

各活動など詳しく知りたい場合は
柏原市社会福祉協議会までご連絡お待ちしております。
次ページは
地区の広報誌の紹介となります。

[image: ][image: ][image: ]各地区広報誌のご紹介

堅下北地区広報誌・めいりん
年２回発行　3200部発行

柏原西地区広報誌・すまいる
年1回発行　4000部発行
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堅下南地区広報誌
堅下南地区福祉だより
年2回程発行　

柏原東地区広報誌・長瀬川
[bookmark: _Hlk127367390]年1回発行　2100部発行
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年2回発行　3500部発行


国分中地区広報誌・ひろがり
年３回発行　3000部発行

国分東地区広報誌・ふれあい
年2回発行　4500部発行

堅上地区広報誌・福祉だより
年2回発行　500部発行



































国分西地区広報誌は新型コロナウイルス感染症の影響で活動が縮小しているため広報誌の発行はありません。
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令和4年度　柏原市
コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）
コミュニティワーカー（ＣＯＷ）
活動報告書
発　行　月　　：　令和5年７月
発　　　行　　：　社会福祉法人　柏原市社会福祉協議会
　　　　　　　　　地域福祉推進課　地域福祉係
所　在　地　　：　〒５８２－００１８
　　　　　　　　　大阪府柏原市大県４－１５－３５
電　　　話　　：　（072）972－6760
F 　A 　X　　：　（072）970－3200
メ　ー　ル　　：　soudan@kashiwara-shakyo.jp
ホームページ　：　https://kashiwara-shakyo.jp
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image8.svg
                                父親の A さん (80 代 ) と、息子の B さん (50 代 ) は二 人世帯。 A さんのケアマネジャーから 『 A さんが、 B さんに暴力を振るっている 』 と、地域包括 支援センター（以下、包括）へ相談がはい る。 A さんは、去年入院した際に、医師から認 知症疑いを指摘されたが、検査・受診はし ていない。足が悪く、転ぶことが多い。 B さんは、 A さんを心配し外に出る機会は少 なく就労もしていない。高齢者が暴力をふ るうケースは高齢者虐待ではなく包括とし て対応しにくいので CSW へ繋がる。 A さんは以前から妻へも暴力行為があった ようで B さんの親族は心配している。しか し B さんは別居することを望まれてはいな い様子。         ケース概要  B さんは自分の将来のこ とについて考え、就労 を希望したため、基幹 へともに相談。今まで 就労の経験ないため就 労支援サービスを利用 し段階的に就労を目指 すこととなる。 CSW としては今後も、 虐待の防止・発見、居 場所定着の後押しを行 う。  面談を行う中で B さんは、 収入がないことや障害者 手帳を所持されているこ とがわかった。やはり、 離れて暮らすことは難し いようで、少しでも離れ て過ごす時間を確保でき るように就労や居場所の 提案を行う。 障害者基幹相談支援セン ター（以下、基幹）とも 障害者虐待になり得るた め情報共有する。包括は A さんと面談するが、受 け入れられず進まない。  状態や、暴力のきっかけ など確認するため、 B さ んと包括と CSW で面談を 行う。暴力は、長く一緒 にいるストレスやささい なことがきっかけで、引 き起こされていた。別居 避難の提案には難色を示 されたため、状況の確認 や今後の生活相談で CSW が定期的に面談を行うこ ととなる。 A さんへのアプローチは、 包括が行う。 関係機関と連携し、 家庭内暴力のある家族への支援         支援のエコマップ    支援のフローチャート    CSW  A さん  包括  A さんの ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ   B さん    暴力  連 携   基幹    連携  相談  支援  相 談    支援
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             考察  CSW の対応  本事例は、現在深刻な問題となっている“ 8050 問題”への対応事例であり、ケアマネジャー・地 域包括支援センターからの連絡に CSW が迅速に対応しアウトリーチを行った他職種連携による事 例です。 A さん（老親）への支援は当初、虐待の可能性もあり迅速な対応が不可欠でした。また、 並行して B さん（娘）に寄り添いワーカビリティ ( 自己問題解決力 ) を引き出し、 B さんの就労支援 にもつながった世帯支援 ( ファミリーサポート ) の事例です。 継続中の支援で予断は許しませんが、 今後も他職種連携による継続的な支援が必要な事例ですね。  SV( スーパーバイザー ) からのコメント 関係機関と連携し、 家庭内暴力のある家族への支援  初回相談 A さんが息子の B さんに暴力を振るっているのを、ケアマネジャーが発見し、包括へ 相談がある。 B さんの状態や、暴力行為が発生するきっかけなど、関係機関で情報共 有を行う。 ＋ 7 日 B さん ・ B さんの親族・ケアマネジャーと包括・ CSW でお話しを伺う。 A さんの人となりや暴力について、 B さん達から話がある。 B さんの親族は、心配で A さんから離れて暮らしてほしい様子。 B さんは、足が悪い A さんを 1 人でおいておけ ないと心配しており、家を出る考えはない。身の安全の確保を最優先とし、距離を置 くことが第一であるが、両者は共依存の傾向があり、離れることが難しいので、暴力 の状況確認のため、定期的に面談することとなる。 ＋ 16 日 暴力を受けたことや、 A さんが一人で暮らしにくいことなど B さんより話がある。包 括の訪問について、Ｂさんは承諾。 Ｂさんは仕事をしておらず、現在は自身の収入がない。そのことが離れられない一因 となるかもしれないことや将来を心配していたことから B さんの就労について提案。 その中で障害者手帳を所持されていることがわかり基幹に相談する。 ＋ 30 日 前回の面談よりＢさんは定期的な収入がなく 心配しているため就労と暴力について基 幹へ相談し、担当者より サービスの説明がある。 ＋ 44 日 面談時、再び暴力を受けていることを確認。すぐに 基幹へ通報し、すぐに面談にと なり 同席。基幹より暴力行為の聞き取りが行われて就労にむけてはまずは福祉サービ スを利用し段階を踏んで一般就労に向けて支援することとなる。また、虐待の把握や 自宅から出られるように CSW として必要に応じて相談支援を継続することとなる。  福祉サービスの利用がほぼない家庭のため、 B さんの状態が懸念されるケース。暴力のきっかけを 減らすため、本人の息抜きができ、且つ複数の目に触れ、 B さんの安否確認ができる居場所探しを していたところ、 B さんが就労に興味をもち、サービスにつながった。その後、定期的に通所する ことになる。今後も、基幹や包括と連携し、虐待のリスクを減らし、 A ・ B さん共に安定するよう な支援が必要と思われる。
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                           父親の A さん（うつ）、息子の B さん（２３ 歳うつ）、娘の C さん（１５）の三人暮ら し世帯。 A さんと B さんは精神的に不安定であり、 2 人とも入退院を繰り返している。 C さんも 家庭環境から不登校が続いており、学校が 把握する心配な生徒として連絡が入り、 CSW が関わりはじめる。 他機関とも情報を共有し、関係機関と支援 にあたることで、しばらくは安定した生活 が続いていたが、 A さんの病状が悪化し長 期入院することが決まり、それを機に B さ んと C さんで２人生活のための支援を行う こととなった。 精神的不安定な B さんと未成年の C さんの生 活を支えるため、 CSW と関係機関で連携を とりながら支援体制を組むこととなる。          ケース概要  引っ越し後、生活基盤 を整える支援のほか、 生活を安定させ迅速な サービス導入につなげ るため関係機関で連携 する。 CSW は訪問や関係機関 との協議を通じて、そ の後の状況を把握し、 新たな課題が出てきた 時に対応できるように 構築できたネットワー クを保ち情報を共有し ている。  ケース検討会議の中で専 門機関同士の情報共有を 行い、役割分担を確認す る。 C さんの高校進学に向け て、子ども家庭総合支援 拠点と学校が、 B さんの 障害福祉サービス導入に ついては基幹相談支援セ ンターと医療機関が中心 となってすすめ、生活基 盤を整えるため両方にか かわって CSW がネット ワークを構築する。  以前は関係機関がそれぞ れの立場で B さん C さん にかかわっており、 B さ ん C さんが誰に何を伝え ればいいのかわかりにく く混乱している様子がみ られた。 いろんな機関が関わる中 で「誰が」「どんな支 援」をするのか本人達が 理解できるよう役割分担 を行うためケース検討会 議を開催する。  CSW と他職種で連携した事例         支援のエコマップ    支援のフローチャート         ・ CSW ・医療機関 ・学校 ・藤井寺保健所 ・障害者基幹相談支援センター ・子ども家庭総合支援拠点 ・障害福祉係 ・保護係  関係機関 A さん B さん C さん
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             A さんの不在から、 B さん C さんだけで過ごす時間が長かったため、地域との関わりは少 なく、生活面での基本的な情報を把握しづらい環境にあったと思われる。 学校が丁寧に関わりを続けられてきたので、在学中に CSW が関わることができ、切れ目 のない支援につながった。子どもに対する支援はそれぞれの子どもに対する期間が切れ ると支援が終わってしまうため、スムーズに支援の移行ができるように関係をつくって いくことが重要である。 CSW 単体で動けることは少ないケースも、関係機関とネット ワークが出来ていれば、とても大きな支援につながることができる。  考察  +1 日目 学校から連絡があり、関係機関が集まる会議に出席する。 CSW の役割を説明し、卒業後も関われることを伝える。 + ６日目 子ども家庭総合支援拠点とともに自宅へ訪問する。 A さんは体調不良で部屋に 閉じこもっており、 B さんは入院中のため不在であった。 C さんと話をして、 相談に乗ってもらえることを伝える。 A さんから、なかなか食糧の買い出しに行けないとお話しがあったため、フー ドバンクでの食料提供を行う。 + ２４日目 A さんの病状が悪化し、長期入院が決まる。 家賃が高く今後の B さんと C さんの生活に不安があり引っ越しを検討していた ため、住居を探す支援を行う。 B さんの退院と同時に新しい住居に移れるよう 関係機関と連携をとる。 + ４５日目 転居については、関係機関と協力し作業まで行う。 生活が安定するまでの間、 B さんの就労支援やＣさんの進学についての相談に のりながら、支援を続けるとともに関係機関への情報共有を行なっている。  CSW の対応  本事例は、学校からの依頼により問題がより深刻化するまでに、福祉機関だけでなく学 校 ( 教育機関 ) や 医療機関等 の 多職種連携 ･ 協働による複合多問題への対応事例です。 CSW は、学校から相談のあった C さんの不登校にのみ焦点を当てるのではなく、家族全 員の個々の問題をアセスメント（個々の問題を整理）し、関係諸機関の連携協働による 世帯支援 ( ファミリーサポート ) の事例です。  SV( スーパーバイザー ) からのコメント
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